
令和２年度福島県献血推進計画実績（抜粋） 

 

第１ 令和２年度に献血により確保すべき血液の目標量 

１ 献血により確保すべき血液の目標量 

（１）需要見込量 

令和２年度の輸血用血液製剤は赤血球製剤１０６，２５３単位、血
しよう

漿製剤

２８，７００単位、血小板製剤１０９，９７０単位が必要と見込まれる。 

（２）献血目標量 

東北六県で必要とする血液（原料血
しよう

漿を含む。）を各県で按分して確保す

るため、令和２年度に献血により本県において確保すべき血液の目標量を、 

２００ｍＬ献血が３０４リットル、４００ｍＬ献血が２０，３９２リットル、 

血漿成分献血が７，８０３リットル、血小板成分献血が４，８５５リットル 

の計３３，３５４リットルとする。 

 

 

計画に対する実績（令和３年３月末現在）                （前年同期比） 

 ２００ｍＬ献血：   ２７３.００Ｌ 達成率  ８９.８％ 対前年比  ７４.２% 

 ４００ｍＬ献血：２０,２３９.２０Ｌ 達成率  ９９.３％  対前年比 １００.０% 

  血漿成分献血： ８,７３１.４０Ｌ 達成率 １１１.９％  対前年比 １１３.２% 

  血小板成分献血： ５,０３８.７９Ｌ 達成率 １０３.８％  対前年比  ９９.０% 

  合     計：３４,２８２.４０Ｌ 達成率 １０２.８％  対前年比 １０２.６% 

 

  原料血漿確保量：８９,２００.００Ｌ 達成率  １０６.９％  対前年比  １１７.８% 

 ＊ 原料血漿確保量及び達成率については、東北ブロックにおける実績 

  

２ 全血献血及び成分献血の実施方法 

 （１）全血献血（２００ｍＬ、４００ｍＬ） 

全血献血は、県内の各市町村を巡回する福島県赤十字血液センター（以下、 

「血液センター」とする。）の移動採血車による確保を主体とする。血液セ

ンター（固定施設）においては、Ｒｈマイナス型や緊急時の全血献血への対

応と併せて、通常の全血献血、特に４００ｍＬ献血の確保にも対応する。 

 

 

計画に対する実績（令和３年３月末現在）         （単位：Ｌ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動採血車 

（市 町 村） 
血液センター 合  計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 目   標  

 

１６,５５６.８ 

 

 ４,１３９.２ 

 

２０,６９６.０ 

 

 全血献血量  

 

１６,２４３.６ 

 

 ４,２６８.６ 

 

２０,５１２.２ 

 

目標達成率 

 

９８.１１％ 

 

１０３.１３％ 

 

９９.１１％ 

 



 

第２ 前節の目標量を確保するために必要な措置に関する事項 

 １ 献血に関する普及啓発活動の実施 

 （１）献血推進キャンペーン等の実施 

県は、特に必要性が高い４００ｍＬ献血及び成分献血の推進及び普及の

ため、７月に「愛の血液助け合い運動」を、１月から２月までに「はたち

の献血キャンペーン」を実施する他、血液の供給状況に応じて献血推進キ

ャンペーン活動を緊急的に実施する。また、テレビ、ＳＮＳを含むインタ

ーネット、ポスター等様々な広報手段を用いて、県民に献血への理解と協

力を呼びかけるとともに、献血場所を確保するため関係者に必要な協力を

求める。 

 

    愛の血液助け合い運動（７月１日から同月３１日まで）  

 

実施状況 

・県内全域において、別紙のとおり運動を実施した。 

 
月  日 市 名 献血者数 200mL 400mL 

 ７月 ５日（日） 福 島 市 ５２ ０ ５２ 

 ７月 ５日（日） 南 相 馬 市 １２５ ０ １２５ 

 ７月 ９日（木） 白 河 市 １７０ １６ １５４ 

 ７月１０日（金） 相 馬 市 ５８ ０ ５８ 

 ７月１１日（土） 田 村 市 ４９ ０ ４９ 

 ７月１２日（日） 二 本 松 市 ４９ ０ ４９ 

 ７月１２日（日） 郡 山 市 ５３ ３ ５０ 

 ７月１９日（日） 本 宮 市 １１１ １ １１０ 

 ７月１９日（日） 会津若松市 ８９ ４ ８５ 

 ７月２６日（日） 須 賀 川 市 １１１ ０ １１１ 

 ７月２６日（日） い わ き 市 １０６ ３ １０３ 

 ７月２７日（月） 伊 達 市 １４４ ０ １４４ 

 ７月３０日（木） 喜 多 方 市 ７０ ０ ７０ 

計  １,１８７ ２７ １,１６０ 

 

 

    

はたちの献血キャンペーン（令和３年１月から同年２月まで） 

 

実施状況 

 ・市町村等関係機関に対して、文書等による事業の協力依頼を行った。 

・ポスターを市町村、高等学校、福島県献血推進協力会等に配布をした。 

・ラジオの県政広報番組や新聞を活用した広報等を行った。 

 

    



（２）若年層の献血への理解を深めるための普及啓発 

県、市町村及び血液センターは、地域の実情に応じて、若年層の献血へ 

   の関心を高めるため、学校等に対して、ボランティア活動である献血につ 

   いて情報提供や学生献血推進ボランティア等の同世代からの働きかけの支 

   援を行う。 

 

 

実施状況 

・県内各高等学校において、献血セミナー等を開催し、県及び血液セン

ターから、輸血医療の現状や献血の必要性について説明した。 

 

 

 

 ２ 献血功労等の顕彰 

 （１）県は、献血事業に功労のあった団体又は個人に対して福島県知事感謝状を 

   贈呈する。 

 

 

実施状況 

・令和２年１０月１４日に福島テルサで行われた令和２年度健康ふくし

ま２１推進県民表彰式において、献血事業功労知事感謝状を１０団体

に贈呈した。   

 

１ 株式会社ベイシア安達店               （二本松市） 

 

  ２ アサヒ電子株式会社                 （伊達市） 

 

  ３ 二見屋工業株式会社                 （須賀川市） 

 

  ４ 笠原工業株式会社                  （須賀川市） 

 

  ５ 株式会社鈴木建設                  （白河市） 

 

  ６ 株式会社坂内セメント工業所 原町工場        （南相馬市） 

 

  ７ 福島中央ライオンズクラブ              （福島市） 

 

  ８ 福島アビオニクス株式会社              （郡山市） 

 

  ９ 東日本旅客鉄道株式会社 郡山総合車両センター    （郡山市） 

 

  10 イオンいわき店                   （いわき市） 

   

 



 （２）県は、市町村の協力を得て、国が開催する献血運動推進全国大会における

厚生労働大臣表彰等に対し、積極的に該当団体等を推薦する。 

 

 

実施状況 

・第５６回献血運動推進全国大会における厚生労働大臣表彰状候補者とし

て３団体、同感謝状候補者として５団体を推薦し、受賞した。 

  なお、例年、福島県赤十字血液センターで開催していた表彰状等伝達式

は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から開催を見合わせ、個別

に伝達を行った。 

 

  １ 厚生労働大臣表彰状（３団体） 

 

      月電工業株式会社 月舘工場             （伊達市） 

 

      ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社  

       メディカルカンパニー 須賀川事業所       （須賀川市） 

 

     株式会社トプコンオプトネクサス           （田村市） 

 

  ２ 厚生労働大臣感謝状（５団体） 

 

       株式会社ヨークベニマル 伊達店           （伊達市） 

 

     株式会社白河川島製作所               （白河市） 

 

          協栄サーキットテクノロジ株式会社          （矢吹町） 

 

          株式会社福島銀行                   （福島市） 

 

          いわき市信用組合 本店営業部            （いわき市） 

                                          

 

 


